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地区面積 55,617,470㎡ 組合員数 2,896名R6.　4.　1  現在

No.60

「駒ノ湯観測所」の最深積雪は過去２番目の少なさ…今後の融雪によるダム流入量が例年並み
に見込めない状況です。節水に御協力をお願いいたします。
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通 常 総 代 会 開 催
提出１２議案　全件原案可決提出１２議案　全件原案可決

　

去
る
三
月
八
日
登
米
市
南
方
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
令

和
六
年
通
常
総
代
会
が
総
代
総
数
七

十
九
名
中
六
十
九
名
の
出
席
を
得
て

開
催
さ
れ
、
始
め
に
星
理
事
長
が
挨

拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
「
総
代
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
忙
し
い
中
、
本
日
の
通
常
総
代

会
に
ご
出
席
を
賜
り
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
常
日
頃
よ
り
土
地
改
良

事
業
推
進
に
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
稲
作
付
状
況
を
振
り
返

り
ま
す
と
作
況
指
数
一
〇
五
と
な
り

収
穫
量
は
増
加
し
、
米
価
は
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
整
い
前
年
よ
り
高
い
価
格

と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
高
温
障
害
も

食
味
に
影
響
が
無
く
ひ
と
め
ぼ
れ
の

一
等
米
比
率
も
八
〇
％
以
上
と
な

り
、
予
想
以
上
の
結
果
を
み
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
近

年
基
幹
水
利
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
経
年
劣
化
を
起
因
と
す
る
故
障

が
顕
著
に
現
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

七
月
に
は
基
幹
水
利
施
設
の
米
山
揚

令和６年 

水
機
場
二
号
排
水
ポ
ン
プ
が
故
障

し
、
国
直
轄
に
よ
る
突
発
事
故
復
旧

事
業
で
現
在
も
復
旧
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
故
障
発
生

を
受
け
、
各
機
場
設
備
の
点
検
内
容

の
拡
充
等
予
防
保
全
対
策
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
政
府

の
電
気
料
金
補
助
政
策
「
激
変
緩
和

措
置
」
が
五
月
以
降
終
了
と
な
り
電

気
料
金
の
値
上
が
り
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
機
場
運
転
管
理
費
及
び
工

事
価
格
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
軽
減
対
策
と
し
て
夜
間
運
転
を

調
整
す
る
な
ど
削
減
及
び
施
設
の
省

エ
ネ
化
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
ル
ー
ル
変

更
が
な
さ
れ
、
水
田
の
畑
地
化
を
進

め
な
が
ら
、
五
年
間
に
一
度
も
水
張

り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
は
交
付

対
象
水
田
と
し
な
い
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
か
ら
三
年
間
で
の
水

張
り
実
施
に
向
け
て
、
全
体
へ
の
用

水
供
給
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
関
係

機
関
と
の
協
議
、
情
報
交
換
を
行
い

計
画
的
な
水
張
り
実
施
に
向
け
て
、

関
係
組
合
員
皆
様
に
お
願
い
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
第
五
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
、
土
地
改
良
長
期
計
画

で
示
さ
れ
た
女
性
役
員
の
登
用
に
関

し
ま
し
て
は
理
事
会
等
で
協
議
し
員

外
か
ら
女
性
理
事
二
名
を
登
用
す
る

方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
総
代
・
役

員
協
議
会
で
示
し
た
行
動
計
画
に
沿

っ
て
進
め
令
和
八
年
度
の
役
員
改
選

ま
で
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
一
つ

一
つ
解
決
し
な
が
ら
役
職
員
一
丸
と

な
り
土
地
改
良
区
の
健
全
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
営
農

を
行
う
た
め
に
不
可
欠
な
用
水
供
給

と
地
域
住
民
皆
様
の
生
活
に
重
要
な

役
割
を
持
つ
農
業
・
農
村
の
有
す
る

多
面
的
機
能
効
果
に
携
わ
る
土
地
改

良
区
と
し
て
、
そ
の
一
助
に
な
る
よ

う
日
々
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
総
代
皆
様
方
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
は
第

一
号
議
案
か
ら
第
十
二
号
議
案
ま
で

上
程
し
て
お
り
ま
す
。
慎
重
審
議
を

お
願
い
し
全
議
案
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
挨

拶
し
、
議
長
に
佐
々
木
富
男
総
代
を

選
任
し
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
提

出
議
案
十
二
件
が
慎
重
審
議
の
上
、

原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。



－ ３ －

計
画
の
承
認
に
つ
い
て

▼
第
四
号
議
案　
水
利
施
設
整
備
事

業
（
基
幹
水
利
施
設
保
全
型
）
受

託
業
務
の
承
認
に
つ
い
て

▼
第
五
号
議
案　
水
利
施
設
等
保
全

高
度
化
事
業
実
施
計
画
の
承
認
に

つ
い
て

▼
第
六
号
議
案　
令
和
五
年
度
長
期

借
入
金
及
び
償
還
方
法
（
農
業
競

争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
）
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

▼
第
七
号
議
案　
令
和
五
年
度
一
般

会
計
補
正
収
支
予
算
の
議
決
に
つ

い
て

▼
第
八
号
議
案　
令
和
六
年
度
長
期

借
入
金
及
び
償
還
方
法
（
農
業
競

争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
）
に
つ

い
て

▼
第
九
号
議
案　
令
和
六
年
度
農
地

転
用
決
済
金
の
徴
収
額
決
定
に
つ

い
て

▼
第
十
号
議
案　
令
和
六
年
度
リ
ー

ス
契
約
の
締
結
承
認
に
つ
い
て

▼
第
十
一
号
議
案　
令
和
六
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算
の
議
決
に
つ
い
て

議長に選任された 佐々木富男 総代 挨拶を述べる星理事長

審議の様子

　

去
る
三
月
八
日
登
米
市
南
方
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
令

和
六
年
通
常
総
代
会
が
総
代
総
数
七

十
九
名
中
六
十
九
名
の
出
席
を
得
て

開
催
さ
れ
、
始
め
に
星
理
事
長
が
挨

拶
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
「
総
代
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
忙
し
い
中
、
本
日
の
通
常
総
代

会
に
ご
出
席
を
賜
り
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
共
に
常
日
頃
よ
り
土
地
改
良

事
業
推
進
に
御
支
援
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
水
稲
作
付
状
況
を
振
り
返

り
ま
す
と
作
況
指
数
一
〇
五
と
な
り

収
穫
量
は
増
加
し
、
米
価
は
需
給
バ

ラ
ン
ス
が
整
い
前
年
よ
り
高
い
価
格

と
な
り
ま
し
た
。
夏
の
高
温
障
害
も

食
味
に
影
響
が
無
く
ひ
と
め
ぼ
れ
の

一
等
米
比
率
も
八
〇
％
以
上
と
な

り
、
予
想
以
上
の
結
果
を
み
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
近

年
基
幹
水
利
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
経
年
劣
化
を
起
因
と
す
る
故
障

が
顕
著
に
現
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

七
月
に
は
基
幹
水
利
施
設
の
米
山
揚

議 

決 

事 

項

議 

決 

事 

項

▼
第
十
二
号
議
案　
令
和
六
年
度
賦

課
金
及
び
用
水
使
用
料
の
徴
収
に

つ
い
て

水
機
場
二
号
排
水
ポ
ン
プ
が
故
障

し
、
国
直
轄
に
よ
る
突
発
事
故
復
旧

事
業
で
現
在
も
復
旧
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
故
障
発
生

を
受
け
、
各
機
場
設
備
の
点
検
内
容

の
拡
充
等
予
防
保
全
対
策
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
政
府

の
電
気
料
金
補
助
政
策
「
激
変
緩
和

措
置
」
が
五
月
以
降
終
了
と
な
り
電

気
料
金
の
値
上
が
り
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
機
場
運
転
管
理
費
及
び
工

事
価
格
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
軽
減
対
策
と
し
て
夜
間
運
転
を

調
整
す
る
な
ど
削
減
及
び
施
設
の
省

エ
ネ
化
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

農
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
ル
ー
ル
変

更
が
な
さ
れ
、
水
田
の
畑
地
化
を
進

め
な
が
ら
、
五
年
間
に
一
度
も
水
張

り
が
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
は
交
付

対
象
水
田
と
し
な
い
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
か
ら
三
年
間
で
の
水

張
り
実
施
に
向
け
て
、
全
体
へ
の
用

水
供
給
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
関
係

機
関
と
の
協
議
、
情
報
交
換
を
行
い

計
画
的
な
水
張
り
実
施
に
向
け
て
、

関
係
組
合
員
皆
様
に
お
願
い
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
第
五
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
、
土
地
改
良
長
期
計
画

で
示
さ
れ
た
女
性
役
員
の
登
用
に
関

し
ま
し
て
は
理
事
会
等
で
協
議
し
員

外
か
ら
女
性
理
事
二
名
を
登
用
す
る

方
向
で
検
討
し
て
お
り
、
総
代
・
役

員
協
議
会
で
示
し
た
行
動
計
画
に
沿

っ
て
進
め
令
和
八
年
度
の
役
員
改
選

ま
で
に
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
課
題
を
一
つ

一
つ
解
決
し
な
が
ら
役
職
員
一
丸
と

な
り
土
地
改
良
区
の
健
全
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
が
安
心
し
て
営
農

を
行
う
た
め
に
不
可
欠
な
用
水
供
給

と
地
域
住
民
皆
様
の
生
活
に
重
要
な

役
割
を
持
つ
農
業
・
農
村
の
有
す
る

多
面
的
機
能
効
果
に
携
わ
る
土
地
改

良
区
と
し
て
、
そ
の
一
助
に
な
る
よ

う
日
々
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
総
代
皆
様
方
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
は
第

一
号
議
案
か
ら
第
十
二
号
議
案
ま
で

上
程
し
て
お
り
ま
す
。
慎
重
審
議
を

お
願
い
し
全
議
案
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
挨

拶
し
、
議
長
に
佐
々
木
富
男
総
代
を

選
任
し
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
提

出
議
案
十
二
件
が
慎
重
審
議
の
上
、

原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

▼
第
一
号
議
案　
令
和
五
年
度
農
業

水
利
施
設
管
理
緊
急
対
策
事
業
実

施
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

▼
第
二
号
議
案　
土
地
改
良
施
設
維

持
管
理
適
正
化
事
業　

第
四
十
八

期
生
加
入
並
び
に
実
施
計
画
の
承

認
に
つ
い
て

▼
第
三
号
議
案　
水
利
施
設
等
整
備

事
業
（
地
域
農
業
水
利
施
設
保
全

型
）「
迫
川
地
域
三
地
区
」
実
施



令和6年度　一般会計予算令和6年度　一般会計予算
予算額　767,509,000円

収　入

支　出

区別土地改良区賦課金の推移

■土地改良事業収入
■附帯事業収入
■基本財産運用収入
■特定資産運用収入
■補助金等収入
■交付金収入
■業務受託料収入
■雑収入
■特定資産取崩収入
■借入金収入
■繰越金

■土地改良事業支出
■附帯事業費支出
■一般管理費支出
■土地改良事業負担金支出
■借入金返済支出
■支払利息
■基本財産積立支出
■特定資産積立支出
■予備費

地区名

394,480,764
5,245,000

1,200
30,000

78,009,000
11,880,000
174,529,700

14,259
56,382,077
1,437,000
45,500,000 項　　　目 予　算　額

項　　　目 予　算　額

土地改良事業支出
附 帯 事 業 費 支 出
一 般 管 理 費 支 出
土地改良事業負担金支出
借 入 金 返 済 支 出
支 払 利 息
基本財産積立支出
特定資産積立支出
予 備 費

事 務 費
第 １ 地 区
第 ２ 地 区
排 水 地 区
沼 崎 地 区
内 浦 地 区
米 山 地 区

524,092,900
2,490,000

197,432,000
30,134,000
833,097
176,935
1,001,200
2,060,000
9,288,868

土 地 改良事業収入
附 帯 事 業 収 入
基本財産運用収入
特定資産運用収入
補 助 金 等 収 入
交 付 金 収 入
業 務 受 託 料 収 入
雑 収 入
特定資産取崩収入
借 入 金 収 入
繰 越 金

H24
3,200
2,300
3,500
2,000
5,700
6,100
3,100

H25
3,200
2,300
3,500
2,000
5,700
6,100
3,100

H26
3,200
2,300
3,500
2,000
5,700
6,100
3,100

H27
3,200
2,300
3,500
2,000
5,700
6,100
3,100

H28
3,200
2,300
3,500
1,900
5,700
6,100
3,100

H29
3,200
2,400
3,500
1,800
5,700
6,100
3,100

H30

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R6R4

3,200
2,400
3,500
1,800
5,700
6,600
3,100

3,200
2,400
3,500
1,800
5,700
6,600
3,100

H31
2,900
2,700
3,700
1,700
5,700
7,100
3,100

R3
2,800
2,700
3,700
1,600
5,700
7,100
3,100

R4
2,800
3,300
4,200
1,600
5,700
7,100
3,200

R5
2,800
3,300
4,200
1,600
5,700
7,100
3,200

R6
3,100
2,700
3,600
1,800
5,700
7,100
3,100

R2

事務費 第１地区 第２地区 排水地区 沼崎地区 内浦地区 米山地区
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【 皆様の御協力で11年連続で賦課金納入率100％となりました！ 】【 皆様の御協力で11年連続で賦課金納入率100％となりました！ 】【 皆様の御協力で11年連続で賦課金納入率100％となりました！ 】

《 延 滞 金 に つ い て 》
・納期限を過ぎますと法令等に基づき延滞金が発生します。
また、督促状を発送した場合は督促手数料（郵便料金相当額に100円を加えた
額）を徴収いたします。
・納期内に納入いただきますようお願いいたします。
・都合により納付が遅れる場合は必ずご連絡ください。
（再三の催告にも関わらず、納入していただけない方に対しては、やむを得ず滞納処
分を行う場合があります。）

期　　別

第 １ 期

第 ２ 期

第 ３ 期

賦 課 率

４０％

３０％

３０％

発 行 日

令 和 ６ 年 ５ 月 １ ５ 日

納 入 期 限

令 和 ６ 年 　 ５ 月 ３ １ 日

令 和 ６ 年 １ ０ 月 １ ５ 日

令 和 ６ 年 １ ２ 月 　 ２ 日

区　　　　分 10a当たり
賦 課 金

前年度
増　減 区　　　　分 10a当たり

賦 課 金
前年度
増　減

経 常 賦 課 金

償 還 賦 課 金
野 谷 地 地 区
城 内 地 区

事 務 費

区　　分 10a当たり
使 用 料

事 　 務 　 費
第 １ 地 区

2,800
1,650

区　　分 10a当たり
使 用 料

第 ２ 地 区
排 水 地 区

2,100
800

区　　分 10a当たり
使 用 料

内 浦 地 区
米 山 地 区

4,970
1,440

維持管理賦課金
第 １ 地 区
第 ２ 地 区
排 水 地 区
排 水 地 区 1 / 2

内 浦 地 区
米 山 地 区

2,800
1,400

0
730

3,300
4,200
1,600
800
5,700
2,000
7,100
3,200

　
　
　

△
△

360
570

田
畑

令和６年度
賦課金及び用水使用料の徴収一覧表

１　徴収時期及び賦課率
１）一般賦課金

　ただし、10,000円未満の賦課額は、第１期一括徴収とする。
２）用水使用料、沼崎･大平地区事務費及び償還金
　令和６年１０月１日発布、令和６年１０月１５日（第２期）の納期で100％賦課とする。

２　完納奨励金
　用水使用料を除いた賦課金総額の100分の2

３　１０a当たり賦課金

 用水使用料

（単位：円）

（単位：円）

区　　分 10a当たり
使 用 料

事務費及び償還金 500

 沼崎・大平地区  （単位：円）

目指せ！納入率100％！
完納にご協力を
お願いします！

沼 崎 区
大 平 前 区

沼崎
地区
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沼　崎
地　区

令和６年度農地転用決済金

○　土地の移動があったとき
　　地区内にある農地を売買或いは受委託等により移動したとき。

○　名義や住所に変更があったとき
　　組合員の方が死亡されたとき或いは経営を移譲されたとき。

○  農業者年金を受給されるとき
　　使用貸借や一括贈与、または第三者に移譲されたとき。

○  農地を農地以外に転用するとき
　　地区内にある農地を宅地等に転用するとき或いは道路等公共用地に
　　買収されたとき。

○　開田を作付けまたは休耕したいとき
　　作付けしていた開田を休耕したいとき或いは休耕していた開田を
　　作付けしたとき。

○　振替口座の移動等があったとき
　　組合員の方が死亡されたとき或いは経営を移譲し振替口座が変更に
　　なったとき。

地 区 名

第 １ 地 区

第 ２ 地 区

排 水 地 区

地 区 名

内 　 浦 　 地 　 区

米 　 山 　 地 　 区

野 谷 地 地 区

城 　 内 　 地 　 区

10a当たり決済金

43,144円

57,526円

24,299円

84,801円

29,754円

10a当たり決済金

105,630円

46,616円

０円

０円沼 崎 区

大 平 前 区

詳しいことについては、総務課賦課徴収係までお問い合わせ下さい。

諸変更手続きは速やかにお願いします！
下記の場合、組合員資格得喪通知書の届出が必要となります。

農地転用を申請される場合、下記の決済金を支払っていただくことになります。農地転用を申請される場合、下記の決済金を支払っていただくことになります。

《農地転用決済金とは》 土地改良法第４２条第２項及び地区除外等処理規程に基づき、地区
除外申請を行う場合に、意見書* の交付と同時に納めていただく金額になります。農地転用
や公共事業買収等で土地改良区から除外される場合、残された農地に負担が片寄らないよう、
事業に係る借入金や施設維持管理費等を一括で支払っていただくものです。

＊意見書とは、農業委員会に提出する「農地転用の計画について確認し、土地改良区の受益地から除外しますので農地
転用してもかまいません。」という内容のいわば土地改良区からの承諾書のようなものです。
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総務課長

小野寺誠毅
【事　業　係】

【施設管理係】

【
総
　
務
　
係
】

【
会
　
計
　
係
】

【
賦
課
徴
収
係
】

【維持管理係】

総　務　課

職　員　の　配　置

事　業　課

賦
課
徴
収
係

主
　
査

千
葉
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市

賦
課
徴
収
係（
有
期
）

佐
藤
　
洋
子

会
計
係

主
　
事

小
俣
日
向
歩

会
計
係

主
　
事

鈴
木
　
　
翼

総
務
係

主
　
査

安
倍
　
良
則

事
業
課
長

門
馬
　
利
幸

課
長
補
佐

佐
々
木
友
隆

総
務
係（
有
期
）

田
代
　
ゆ
か

プ
リ
ン
タ
ー

総務課総務係
主　査
木村　祥多 事業係

主　査
三浦　芳晴

事業係
主　事
渡邊　多聞

施設管理係
主　事
千葉　朱大

施設管理係
主　事
鈴木　隆太

維持管理係
主　事
髙橋　嵐馬

維持管理係
技　師
田口　大河

施設管理係
主　事
尾形　悠真

維持管理係
技術主査
菅間　英樹

維持管理係
主　事
千葉　天愛

維持管理係
技　師
今野　翔太

維持管理係
技　師
佐久間貴志

施設管理係
技　師
芳賀　裕樹

事業係（有期）

菅原久美子
事業係（有期）

菅原　　久

総
務
係
兼

賦
課
徴
収
係
主
事

渡
邊
　
美
咲

口座振替による領収書発行の
廃止のお知らせ

口座振替による領収書発行の
廃止のお知らせ

　これまでは、賦課金を口座振替させていただいた場合や当改良区の口座に振
り込んでいただいた場合にも領収証を発行していましたが、｠令和６年度納入の
賦課金より、｠現金納付の場合に限って領収証をお渡しすることになりました。
　口座振替の方の領収書については、口座振替後の通帳の記帳及び振込控えを
もって代えさせていただきます。（課税所得控除証明書（農業所得申告書）につ
いては、これまで通り発行いたします。）
　ただし、｠口座振替や振込入金の場合でも、領収証をご希望の方にはお送りし
ますので、総務課賦課徴収係までご連絡をお願いします。
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インフォメーション
維 持 管 理

本田用水は４月28日から本田用水は４月28日から
◆  配水計画について

連絡先：迫川沿岸土地改良区 TEL0220-58-2024 (用水期間中は土日祝日対応)

▼ 用水開始に伴う点検揚水
① ４月２４日（水）　午前９時～　 米山揚水機場 、午後１時３０分～　南方揚水機場
② ４月２６日（金）　午前９時～　山吉田揚水機場、午後１時３０分～　西舘揚水機場
※ほ場に水が入らないよう、水口管理をお願いします。

▼ 本　田　用　水
　４月２８日（日）から８月３１日（土）を用水期間とします。基幹機場は午前６時開始とし、補助機場
については、水源を確保出来次第順次開始といたします。ただし、長沼ダムからの取水区域は、５月１日
開始とします。
※各区域に委託管理者を配置し用水量の効率的調整を行いますが、それでも調整が困難な箇所については、
臨時ポンプ設置により対応します。

▼ 排　水　調　整
　気象情報・降雨量や受益地内の状況を把握し、事前排水を実施し冠水被害の未然防止に務める。また、
非常時に備え常に点検整備を行います。

▼ 水路の清掃と管理
　土地改良区が直接管理するのは幹線支線級の用排水路で、多面的機能支払交付金導入区域については、
該当する支線用排水路、小用排水路を各組織が管理し、その他は関係組合員及び地域住民で管理してもら
います。
　管理方法については、用水開始前に全路線の浚渫及び清掃、夏季には刈払いを実施して流水の円滑化を
図ります。幹線用排水路は主に業者請負、支線排水路については地区請負、行政区毎に連絡委員を通じて
実施し、完了確認は職員が行います。

　浅水管理、間断灌水が可能な時期に入り、水の有効利用と節水に心掛けるとともに効果的節電を図るため、
６月１日より８月末日まで毎週火曜日夜から翌日水曜日夜まで用水の供給を停止します。また、穴山揚水機
場については毎週月曜日と水曜日に週２回、用水供給の休止日を設けます。
　なお、今年から６月以降について水曜日休止日とは別に、補助機場につきましては、原則夜間（午後
６時～午前６時まで）休止することとなりました。
　組合員皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、計画的な水利用をお願いいたします。

◆ 用排水施設の管理について

◆ 電力料金高騰に伴う軽減対策

基幹揚水機場　火曜日午後６時～水曜日午後１１時まで
穴山揚水機場　日曜日午後６時～火曜日午前３時まで、火曜日午後６時～木曜日午前３時まで
その他の機場　火曜日午後５時～木曜日午前６時まで、夜間（午後６時～午前６時まで）休止

▼６月･７月･８月毎週水曜日を用水休止日及び夜間停止
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　用水は、国が定めた水利権に基づき許可を得て河川から取水しているため、水量には限りが
あるので、効率的な用水運用にご協力お願いいたします。また、今年は栗駒山の積雪量が観測
史上２番目に少なく、用水時期の水不足が予想され、例年通りの用水供給を維持するのが大変
厳しい状況となります。
　組合員皆様には今まで以上に流水状況をご確認いただき、末端まで効率的な配水が出来ます
よう、節水と調整にご留意願います。
　また、「掛け流し」は絶対に行わないことや「水口板の調整」の協力についても関係耕作者
でお声掛けいただきますよう併せてお願い申し上げます。

基幹揚水機場（米山・山吉田・西舘）の許可水利権
代　か　き　期：４月２８日～５月１０日　
普通かんがい期：５月１１日～用水終了まで
※代かき期の６～７割程度の取水量となります。

用水の節水

　用水開始前には、ほ場周辺水路を事前確認していただき、漏水想定箇所については、資材
（コーキング･モルタル等）を支給いたしますので、自己補修対応のご協力をお願いいたします。
なお、資材の支給につきましては、事前にご連絡をお願いいたします。

連絡先：事業課 維持管理係　髙橋・千葉

用排水施設の自己補修のお願い

　用水水口・落水口・暗渠水閘の破損、畦畔・排水法面の崩れなどは、個人管理部分となりま
す。また、耕作する農地と周りの道路水路を各々（または関係耕作者）で地先管理（除草・泥
上げ）をお願いします。
　周りの迷惑とならないよう、日ごろから農地、農道、水路の管理をお願いいたします。

個人管理の範囲

　８月下旬から９月上旬までに連絡委員（連絡委員がいない地区は直接土地改良区へ）を通じ
て組合員皆様から工事要望の申請をいただき、工事委員及び職員が現地を確認し、採択・不採
択の協議を行ったのちに工事施工となります。
　そのため令和６年度に申請した工事は、令和７年度以降の工事施工となりますが、近年の物
価高騰に伴い、工事単価の高額化により、工事計画の遅延が発生しております。
　組合員皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいたします。
※工事要望の結果については、現地確認時にその場で連絡委員に伝え、申請いただいた組合員
に報告していただくようお願いしております。

工事箇所の申請
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　当土地改良区で管理している農業水利施設（揚水機場、用排水路）の委託管理者を
随時募集しております。ご興味のある方は、土地改良区へ直接お問い合わせをお願いい
たします。

　　業務内容：機場運転管理業務（用水のくみ上げ、雨天緊急時排水運転等）
水路監視業務（水路の水量の調整）
機場藻揚げ業務（用排水取込口のごみ揚げ、分別）等

　　
　　委託期間：４月１５日～９月１５日

　当土地改良区では、子供たちを中心とした地域住民と農家との交流による地域づく
りを推進し、農業・農村の持つ多面的機能や、それらを支える農業水利施設及び土地改
良区の役割や重要性について情報発信を行い、地域住民、特に非農家の方々の理解と
協力を得るため、２１世紀土地改良区創造運動並びに農業水利施設の高度な管理体制
構築に向けた啓発活動を積極的に展開しています。

〈 問い合わせ 〉
事業課　佐々木

２１世紀土地改良区創造運動

令和７年度委託管理者
（機場運転手・水路管理人）の募集!!

農業水利施設見学 用水路壁画アート
中 央 制 御 室 

高石揚水機場

農業水利施設見学・用水路壁画アート
参加を募集します！

【組合員の皆様、地域の各種団体等への
　　　　　　　　　　呼び掛けをお願いします。】

活動場所：登米市米山町
　　　　　西野地内
施　　設：穴山幹線用水路
活動期間：7月～10月

〈 問い合わせ 〉
事業課事業係　三浦

活動場所
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　令和8年度までに一度も水張りが行われない農地は、令和９年度以降交付対象水田から除
外されます。
　長年、転作が行われている農地では、湛水管理に苦慮する農地や用水路に土砂の堆積また
は破損や漏水などで、用水不足が原因となり水張りの認定がされない事案が発生することが
懸念されます。そのため残り３年間で農地の状況、用水路や暗渠水閘の状況をご確認のうえ計
画的な水張りを実施していただきますようお願いいたします。
　なお、農業水利施設の不具合で水張りが困難な地区につきましては、事前にご相談いただき
ますようお願いいたします。
※水張り実施年に相談があった場合、対応できない場合があります。また、土地改良区では交
付金に関する補償はできかねますので、あらかじめ申し添えます。

水田活用の直接支払交付金活用の皆様へ

水張り計画イメージ
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佐
　
藤
　
　
　
修
（
斉
　
藤
）

　
　
　
鈴
　
木
　
弘
　
毅
（
本
　
田
）

◎
納
入
組
合
長

　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
志
（
平
　
貝
）

【
敬
省
略
】

◎
職
　
員

○
令
和
六
年
四
月
一
日
付

・
総
務
課 

賦
課
徴
収
係 

主
査

　
　
　
　
　
千
　
葉
　
祐
　
市

　
　
　
　
（
総
務
課
賦
課
徴
収
係
主
事
）

・
事
業
課 

事
業
係 

主
査

　
　
　
　
　
三
　
浦
　
芳
　
晴

　
　
　
　
　
　
（
事
業
課
事
業
係
主
事
）

・
事
業
課 

維
持
管
理
係 

技
師

           

　 

今
　
野
　
翔
　
太

　
　
　
　
　
（
事
業
課
施
設
管
理
係
技
師
）

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

　
令
和
六
年
三
月
二
十
六
日
開
催
の
第
六

十
五
回
全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰
に
お

い
て
当
土
地
改
良
区
の
職
員
が
個
人
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

事
業
課
　
菅
　
間
　
英
　
樹
　

表
　
彰
　
紹
　
介

　
今
年
も
四
月
二
十
八
日
か
ら
本
田
揚
水
が
一
斉
に
開
始
さ
れ
、
各
用
排
水
路
が
満

水
に
な
り
水
難
事
故
に
遭
遇
す
る
確
率
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

 

本
土
地
改
良
区
で
は
、
事
故
防
止
の
た
め
安
全
施
設
等
の
整
備
及
び
水
難
事
故
防

止
看
板
の
設
置
、
幼
稚
園
・
小
学
校
へ
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
水
難

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
水
路
付
近
で
遊
ん
で
い
る
子
供
達
を
見
か
け
た
ら

「
あ
ぶ
な
い
」
と
い
う
注
意
の
声
掛
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
新
規
採
用
職
員
紹
介
》

・
総
務
課 

総
務
係
兼
賦
課
徴
収
係 

主
事

渡
　
邊
　
美
　
咲
　
　

　
早
く
仕
事
を
覚
え
、
少
し
で
も
地
域
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

・
事
業
課 

事
業
係 

主
事

渡
　
邊
　
多
　
聞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
早
く
仕
事
を
覚
え
、
地
域
の
皆
様
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
な
る
た
め
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
皆

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
事
業
課 

施
設
管
理
係 

主
事

千
　
葉
　
朱
　
大
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
地
域

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
責
任
を

持
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

水
難
事
故
防
止
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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